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アーベル圏 Aを固定して考える。このアーベル圏にどのような部分圏がどれほどある
かという問題は、古くから様々な状況・条件のもとで考察されてきた。例えば代数幾何に
おいては、ネータースキーム上の連接層のなすアーベル圏の Serre部分圏という対象が、
スキームの特殊化閉部分集合という位相的条件を満たす部分集合により分類されるとい
う Gabrielの結果 [1]がある。また、導来圏を調べる際にも、アーベル圏のねじれ類とい
う部分圏を用いて t構造が記述されるという話があり、これは Bridgelandの安定性条件
の空間の研究でも重要な役割を果たす。
一方で、多元環の表現論では、有限次元多元環 Λ上の有限生成加群のなすアーベル圏

modΛを考える。この圏は、全ての対象が直既約対象の有限直和に一意的に分解される
(Krull-Schmidtの定理) ことから、「modΛの部分圏を考える」ことと「直既約対象の同
型類の集合の部分集合を考える」ことはほぼ等価である。よって、例えば有限表現型とい
う「直既約対象の同型類が有限個しかない」状況では、modΛ上にどのような部分圏がど
れほどあるかという問は、組合せ論的な毛色を持つ。
この講演では、アーベル圏の部分圏のクラスとして、次を考える。ここで I, C, K, E

はそれぞれ像 (image), 余核 (cokernel), 核 (kernel), 拡大 (kernel)の頭文字である。

• 部分対象・商・拡大を取る操作で閉じている (Serre部分圏)

• 商と拡大を取る操作で閉じている (ねじれ類)

• 部分対象と拡大を取る操作で閉じている (ねじれ自由類)

• 核・余核・拡大を取る操作で閉じている (CKE閉部分圏＝広大部分圏)

• 像・余核・拡大を取る操作で閉じている (ICE閉部分圏)

• 像・核・拡大を取る操作で閉じている (IKE閉部分圏)

• 像・拡大を取る操作で閉じている (IE閉部分圏)

これらの部分圏は自明なヒエラルキーがあり、上ほど狭く下ほど広い。本講演では、有
限次元多元環の場合や可換環の場合に対して、これらのクラスの部分圏たちの具体的な
計算例や、それらを考えるモチベーション（導来圏や組合せ論への応用）[3, 7]、また
[2, 4, 5, 6]により明らかになった、非自明な相互関係や分類結果についての概要を話す。
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